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◆
秋
田
支
部

◎
N
T
T
秋
田
グ
ル
ー
プ
竿
燈
会
模
様

8
月
3
日
～
6
日
ま
で
の
4
日
間
に
わ
た
っ
て
実

施
さ
れ
た
秋
田
の
伝
統
行
事
竿
燈
祭
り
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
多
数
の
観
光
客
が
訪
れ
無
事
に
終
了
し
た
。

5
月
2
3
日
に
は
総
会
が
あ
り
、
高
橋
支
部
長
、
大
川

理
事
が
出
席
。
本
番
3
日
目
の
8
月
5
日
に
は
高
橋

支
部
長
が
騎
馬
揺
燈
役
の
1
人
に
選
ば
れ
N
T
T
グ

ル
ー
プ
を
代
表
し
て
大
い
に
「
秋
田
竿
燈
の
素
晴
ら

し
さ
」
を
披
露
し
た
。

◎
定
期
線
会
開
催

6
月
5
日
平
成
3
0
年
度
第
1
8
回
定
期
総
会
を
「
イ

ヤ
タ
カ
」
　
で
開
催
し
た
。
総
会
に
は
支
部
役
員
、
支

部
代
議
員
、
相
談
役
等
2
8
名
が
出
席
し
司
会
に
堀
久

支
決
算
報
告
」
「
3
0
年
度
収
支
予
算
（
案
）
」
、
「
平
成

2
9
年
度
会
計
監
査
」
　
の
報
告
提
案
が
あ
り
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。
総
会
に
引
き
続
き
懇
親
会
に
移
り

N
T
T
秋
田
支
店
長
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
皆

様
を
お
迎
え
し
、
代
表
し
て
N
T
T
秋
田
の
窪
田
支

店
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
県
南
地
区
会
長

（
大
関
副
支
部
長
）
　
の
乾
杯
の
発
声
で
賑
や
か
に
懇

談
が
始
ま
り
宴
も
た
け
な
わ
と
な
り
県
北
地
区
会
長

（
戸
松
副
支
部
長
）
　
の
中
締
め
の
音
頭
で
再
会
を
期

し
て
散
会
と
な
っ
た
。

◆
千
秋
ク
ラ
ブ

◎
平
成
3
0
年
度
第
1
回
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦

美
子
代
議
員
、
議
長
に
鈴

木
光
堆
代
議
員
を
選
出
し

進
行
し
た
。
高
橋
支
部
長

の
挨
拶
の
後
、
事
務
局
か

ら
「
平
成
2
9
年
度
会
務
報

告
」
「
3
0
年
度
事
業
計
画

（
案
）
」
、
「
平
成
2
9
年
度
収

6
月
の
環
境
月
間
の
取
り
組
み
と
し
て
地
元
地
域

の
環
境
美
化
に
貢
献
す
る
た
め
、
中
通
ビ
ル
周
辺
の

「
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
清
掃
活
動
）
」
を
実
施
。
N

T
T
秋
田
グ
ル
ー
プ
全
体
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
目
的
で
N
T
T
東
日
本
秋
田
支
店
の
参
加
の

呼
び
掛
け
に
応
え
川
名
の
会
員
が
参
加
し
、
朝
の
新

鮮
な
空
気
を
吸
い
な
が
ら
、
清
々
し
い
気
分
で
ゴ
ミ

拾
い
が
出
来
、
次
回
も
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
語

り
合
い
散
会
し
た
【
■
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懇親会横様

能代七夕
「天空の不夜城」見学

69

◎
第
5
7
回
定
期
総
会
開
催

6
月
2
5
日
第
5
7
回
定
期
総
会
を
イ
ヤ
タ
カ
で
開
催

し
た
。
堀
久
美
子
理
事
の
司
会
、
議
長
に
鈴
木
光
雄

理
事
を
選
出
し
、
4
5
名
の
会
員
の
出
席
で
開
会
■
〕
会

長
挨
拶
に
続
い
て
事
務
局
か
ら
「
平
成
2
9
年
度
会
務

報
告
」
「
平
成
3
0
年
度
事
業
計
画
（
案
こ
「
平
成
2
9

年
度
収
支
決
算
報
告
」
「
平
，

成
3
0
年
度
収
支
予
算
（
案
）
」
，
r

「
平
成
汐
年
度
会
計
監
査

賓
の
紹
介
を
行
っ
て
か
ら
、
代
表
し
て
N
T
T
束
日

本
秋
田
支
店
平
山
企
画
総
務
部
長
か
ら
ご
挨
拶
を
戴

き
、
N
T
T
労
組
秋
田
県
分
会
石
田
副
分
会
長
の
ご

発
声
で
乾
杯
、
終
始
和
や
か
に
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
で

の
再
会
を
喜
び
合
い
懇
談
が
続
き
ま
し
た
。

最
後
に
千
秋
ク
ラ
ブ
木
村
副
会
長
の
中
締
め
の
音

頭
で
散
会
し
た
。

◎
親
睦
「
旅
の
集
い
」

報
告
」
が
あ
り
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て

の
懇
親
会
で
は
、
高
橋
会

長
の
挨
拶
の
後
8
名
の
来

「
秋
田
を
観
よ
う
、
秋
田
を
知
ろ
う
」
　
の
テ
ー
マ

の
も
と
恒
例
の
日
帰
り
旅
行
を
実
施
し
た
。
8
月
3

日
2
1
名
が
参
加
し
、
能
代
七
夕
「
天
空
の
不
夜
城
」

を
見
学
し
た
。
多
く
の
燈
寵
が
能
代
の
繁
華
街
を
練

り
歩
く
中
で
、
2
基
の
大
型
燈
籠
「
嘉
六
　
（
か
ろ
く
）

と
「
愛
李
（
ち
か
す
え
）
　
の
偉
容
に
目
を
陛
ら
せ
る

ば
か
り
で
し
た
。
特
に
仝
高
2
4
・
1
メ
ー
ト
ル
の
、

城
郭
型
の
燈
龍
と
し
て
は
日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
と

の
　
「
愛
李
」
　
の
蒙
華
さ
、
稚
さ
、
絢
欄
さ
に
驚
嘆
し

感
動
一
杯
で
帰
路
に
着
く
事
が
出
来
た
旅
で
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

伽
千
秋
月
曜
会

3
0
年
の
夏
は
、
暑
い
日
が
多
か
っ
た
。
7
月
1
9
日

も
朝
か
ら
蒸
し
暑
く
、
熱
中
症
に
注
意
し
て
、
老
憶

施
設
に
出
掛
け
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
で
は
、
百
人
程
の

入
所
者
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
施
設
で
は

7
月
の
誕
生
会
も
実
施
中
で
し
た
。

練
習
不
足
と
、
曲
と
曲
の
衣
裳
替
え
の
間
の
演
技

者
が
手
薄
と
な
り
心
配
し
ま
し
た
が
、
施
設
の
宮
下

施
設
長
さ
ん
に
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
を
し
て
頂
き

ほ
っ
と
一
安
心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
辰
君
の
ア
カ
ペ

ラ
の
歌
は
、
今
回
も
入
所
者
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

会
員
も
高
齢
者
が
多
く
な
り
、
熱
中
症
を
心
配
し

ま
し
た
が
無
事
終
了
し
、
メ
ン
バ
ー
の
熱
い
中
で
の

活
躍
に
感
謝
し
、
ラ
ン
チ
で
反
省
会
を
行
い
、
反
省

点
は
次
回
の
活
動
に
生
か
し
て
行
こ
う
と
の
参
加
会

員
の
t
致
し
た
考
え
に
至
り
ま
し
た
。

日
常
の
活
動
状
況

せ
毎
月
第
4
月
曜
日
　
午
後
1
時
半
か
ら
2
時
聞

き
会
場
は
秋
田
市
民
市
場
　
2
階
会
議
室
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対局兄貴（暮剣そのものです）

定期大会模様

東北4県から参加の
皆さん

③
会
費
年
2
回
（
1
回
3
千
円
）
　
テ
ー
プ
代
他

④
会
員
募
集
中
　
皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

2
7
回
目
と
な
っ
た
北
四
県
親
善
囲
碁
大
会
が
6
月

3
日
、
盛
岡
市
繋
温
泉
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

秋
田
千
秋
囲
碁
ク
ラ
ブ
が
幹
事
担
当
で
、
宮
城
、
岩

㈲
千
秋
囲
碁
ク
ラ
ブ

・
第
1
3
7
回
定
期
大
会

優
勝
　
塚
本
　
正
勝

・
定
期
例
会

6
月
9
日
　
6
名

9
月
8
日
　
4
名

8
月
1
8
日
　
ほ
名

準
優
勝
　
奥
山
　
良
一

7
月
7
日
　
5
免
H

l
0
月
6
日
　
5
名

1
月
以
降
の
例
会
、
大
会
予
定

1
月
5
日
　
1
時
～
　
例
会

2
月
2
日
　
1
0
時
～
　
1
3
8
回
大
会

・
N
T
T
O
B
東
北
北
国
県
親
善
囲
碁
入
会

手
、
青
森
、
秋
田
4
県
か
ら
軍
名
が
参
加
、
熱
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。
対
局
後
、
恒
例
の
懇
親
会
を
行
い

囲
碁
以
上
に
熱
戦
を
展
開
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

な
お
、
囲
碁
対
局
結
果
は
、
1
位
秋
田
、
2
位
岩
手

で
し
た
。

次
回
は
宮
城
県
が
幹
事
県
で
す
。

㈱
N
T
T
・
O
B
秋
田
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

平
成
3
0
年
の
例
会
は
4
月
2
0
日
の
太
平
山
c
c
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
7
月
は
北
三
県
（
青
森
、

岩
手
、
秋
田
）
　
の
親
睦
大
会
が
夏
泊
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク

ス
で
開
催
さ
れ
6
名
が
参
加
し
た
。

例
会
は
会
員
の
行
い
が
い
い
の
か
天
候
に
恵
ま
れ

皆
さ
ん
好
ス
コ
ア
で
楽
し
い
例
会
と
な
り
ま
し
た
〔
▼

例
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。

・
4
月
　
（
太
平
山
c
c

優
勝
　
鈴
木
　
浩
悦

・
5
月
　
（
南
秋
田
c
c

優
勝
　
鎌
田
豊
四
郎

・
6
月
　
（
椿
台
c
c

優
勝
　
川
村
　
方
明

・
7
月
　
（
ノ
ー
ス
H
G
C

優
勝
　
金
持
　
巽

・
8
月
　
へ
ロ
イ
ヤ
ル
G
C

優
勝
　
葛
野
　
新
悦

・
9
月
　
（
椿
台
c
c

優
勝
　
北
條
一
夫

2
3
名
参
加
）

準
優
勝
　
金
　
登
美
一

2
2
名
参
加
）

準
優
勝
　
高
橋
　
均

2
0
名
参
加
）

準
優
勝
　
三
浦
　
毅
一

2
5
名
参
加
）

準
優
勝
　
斎
藤
　
和
雄

2
0
名
参
加
）

準
優
勝
　
柴
田
　
祐
吉

2
3
名
参
加
）

準
優
勝
　
藤
田
　
敏
明
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・
1
0
月
　
（
太
平
山
c
c

優
勝
　
三
浦
　
悠
造

1
8
名
参
加
）

準
優
勝
　
佐
々
木
光
弘

会例月9

総
会
は
議
長
に
佐
藤
喜
美
男
さ
ん
を
選
出
、
戸
松

会
長
の
挨
拶
後
、
電
友
会
秋
田
支
部
の
高
橋
支
部
長

よ
り
挨
拶
を
頂
き
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
質
疑
で
は

会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
活
動
停
滞
に
ど
う
対
処
し
て

い
く
か
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た。

総
会
終
了
後
、

恒
例
の
懇
親
会
で

は
、
N
T
T
東
日

本
－
秋
田
支
店
か

ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担

当
部
長
の
細
川
さ

ん
も
出
席
さ
れ
、

を
7
月
1
ほ
目
横
手
市
の
　
「
シ
ャ
イ
ニ
ー
パ
レ
ス
」
　
で

開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
の
N
T
T
横
手
営
業
支
店
長

佐
々
木
淳
一
棟
か
ら
地
域
の
課
題
解
決
に
努
力
を
し

た
い
と
ご
挨
拶
を
頂
い
た
あ
と
、
議
長
に
大
久
保
文

夫
さ
ん
を
選
出
し
議
事
が
進
め
ら
れ
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
会
務
報
告
で
は
米
寿
、
喜
寿
祝
で

訪
問
し
た
時
の
元
気
な
様
子
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

懇
親
会
は
新
入
会
員
を
迎
え
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
、
次
回
も
元
気
で
再
開
出
来
る
こ
と
を
誓
い
あ
っ

て
散
会
し
ま
し
た
。

N
T
T
東
日
本
の
事
業
動
向
を
交
え
た
挨
拶
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

退
職
者
の
会
大
館
地
区
の
冨
樫
事
務
局
長
の
乾
杯

の
発
声
で
、
和
や
か
に
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
合

い
ま
し
た
。

◆
秋
田
県
北
地
区
電
友
会

◎
定
期
稔
会
開
催

7
月
1
0
日
、
平
成
3
0
年
度
定
期
総
会
を
、
大
館
市

内
の
　
「
プ
ラ
ザ
杉
の
子
」
　
に
お
い
て
、
会
員
・
来
賓

1
5
名
の
出
席
で
開
催
し
ま
し
た
。

◆
秋
田
県
南
地
区
電
友
会

◎
定
期
総
会
開
催

平
成
3
0
年
度
の
秋
田
県
南
地
区
電
友
会
定
期
総
会


